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　　　　　　　　私の家の近所にはあじさいが咲いています。今年は綺麗な青色
です。去年は紫色でした。皆さんどうして色が変わるかご存知でしょうか？これは土
壌が酸性では青色にアルカリ性では赤色に変わります。小学校の頃の理科の実験み
たいですね。それだけではありません。一旦花が咲くと土壌に関係なく黄緑色から青、
赤へと変化します。別名「七変化」と呼ばれるのも納得ですね。

泌
尿
器
科

4月より新たに
5名の先生が
着任されました。

E
S
W
L
と
内
視
鏡
手
術

〜
尿
路
結
石
に
お
け
る
治
療
に
つ
い
て
〜

E
S
W
L
と
内
視
鏡
手
術

〜
尿
路
結
石
に
お
け
る
治
療
に
つ
い
て
〜

氷
白木 学先生

中山 茂樹先生

外科
馬場 卓也先生

内科
大原 和人先生

整形外科
中川 太郎先生

▲
▲

▲

▲
▲

充実した医療体制で、地域の皆さんに
安心で安全な医療を提供していきます。

消化器外科副部長

消化器内科副部長

泌
尿
器
科
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ESWLと内視鏡手術
～尿路結石における治療について～

泌尿器科
はづナビ 夏号 2012
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調理師が考える旬の健康食

◆ホッ得！ホッ得！　

◆教えてコーナー教えてコーナー

◆情報to（通）情報to（通）
◆私が伝えたい！はづの魅力◆私が伝えたい！はづの魅力

院内外のホットニュース院内外のホットニュース

◆ホッ得！　今回のお題 【夏の水分補給】

〈落合クリニック〉

◆教えてコーナー

◆情報to（通） ● ご意見に答えるコーナー

◆おすすめ!!「季節を食す」

◆部署紹介「緩和ケア」

◆私が伝えたい！はづの魅力

◆自遊自在◆自遊自在〈腹巻きの次に来るエコファッションは？〈腹巻きの次に来るエコファッションは？〉

◆病診連携登録医
◆連携室だより

院内外のホットニュース

健康にまつわる選りすぐりの知恵。健康にまつわる選りすぐりの知恵。健康にまつわる選りすぐりの知恵。

泌尿器科

理念／方針／患者権利

2～4P

5・6P

7・8P

9・10P

11P

12P

13P

職員が紹介する「お・す・そ・わ・けスポット」◆ 15P

12P

16P

OPE室にて、手技中のOPE室にて、手技中の
（右）加藤先生（左）田丸先生（右）加藤先生（左）田丸先生
OPE室にて、手技中の
（右）加藤先生（左）田丸先生

当
院
の
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は

当
院
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泌
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器
科
は

　
基
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に
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尿
器
科
全
般
を
扱
っ
て
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ま
す

　
基
本
的
に
泌
尿
器
科
全
般
を
扱
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
う
し
て
も
病
院
に
よ
っ
て
得
意
、
不
得
意

が
、
ど
う
し
て
も
病
院
に
よ
っ
て
得
意
、
不
得
意

は
あ
り
ま
す
。
当
院
の
泌
尿
器
科
の
得
意
分
野

は
あ
り
ま
す
。
当
院
の
泌
尿
器
科
の
得
意
分
野

は
結
石
で
す
。
結
石
患
者
さ
ん
の
治
療
数
で
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結
石
で
す
。
結
石
患
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さ
ん
の
治
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数
で
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ト
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で
す
。
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結
石
っ
て
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路
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っ
て
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通
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。
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通
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す
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て
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硬
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す
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石
と
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異
な
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ま
す
）
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ま
す
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ど
ん
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結
石
が
あ
る
の
？

ど
ん
な
結
石
が
あ
る
の
？

　
ざ
っ
と
9
種
類
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あ
り
ま
す
。
日
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一
番
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っ
と
9
種
類
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ど
あ
り
ま
す
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日
本
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で
一
番
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い
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、
シ
ュ
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結
石
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ン
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シ
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シ
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シ
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。
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。
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て
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っ
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。
当
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の
泌
尿
器
科
の
得
意
分
野

は
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。
結
石
患
者
さ
ん
の
治
療
数
で
は

三
重
県
ト
ッ
プ
で
す
。

　
尿
の
通
る
部
分
に
で
き
る
石
で
す
。
石
と
言

う
だ
け
あ
っ
て
、
硬
い
で
す
。（
胆
石
と
は
異
な

り
ま
す
）

　
ざ
っ
と
9
種
類
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
日
本
人
で
一
番

多
い
の
は
、
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
結
石
。
リ
ン
酸

カ
ル
シ
ウ
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結
石
。
あ
と
尿
酸
結
石
も
多
い
で
す
。

◆外来診療担当表 17・18P

当
院
の
泌
尿
器
科
は

尿
路
結
石
っ
て
？

ど
ん
な
結
石
が
あ
る
の
？

ま
ず
最
初
に
、
泌
尿
器
科
に
つ
い
て

　
泌
尿
器
科
は
尿
を
作
る
腎
臓
、
尿
を
流
す
尿

　
泌
尿
器
科
は
尿
を
作
る
腎
臓
、
尿
を
流
す
尿

管
、
尿
を
溜
め
る
膀
胱
、
膀
胱
の
尿
を
出
す
尿
道

管
、
尿
を
溜
め
る
膀
胱
、
膀
胱
の
尿
を
出
す
尿
道

と
そ
れ
に
関
連
す
る
男
性
生
殖
器
を
扱
う
外
科

と
そ
れ
に
関
連
す
る
男
性
生
殖
器
を
扱
う
外
科

系
の
科
で
す
。

系
の
科
で
す
。
性
病
だ
け
を
扱
っ
て
い
る
の
で
は

性
病
だ
け
を
扱
っ
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
念
の
た
め
（
笑
）

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
念
の
た
め
（
笑
）

　
泌
尿
器
科
は
尿
を
作
る
腎
臓
、
尿
を
流
す
尿

管
、
尿
を
溜
め
る
膀
胱
、
膀
胱
の
尿
を
出
す
尿
道

と
そ
れ
に
関
連
す
る
男
性
生
殖
器
を
扱
う
外
科

系
の
科
で
す
。
性
病
だ
け
を
扱
っ
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
念
の
た
め
（
笑
）

◆自遊自在〈腹巻きの次に来るエコファッションは？〉
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有
名
な
の
は
腹
痛
で
す
。
本
当
に
痛
い
で
す
。
陣

痛
よ
り
痛
い
ぐ
ら
い
。
た
だ
、
痛
い
石
は
病
院
に
来

て
い
た
だ
け
る
か
ら
、
ま
だ
良
い
で
す
。
怖
い
の
は

痛
く
な
い
石
。
意
外
に
も
大
き
な
石
の
方
が
痛
く

な
い
場
合
が
多
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
は
健
診

で
見
つ
か
る
こ
と
も
多
く
、
最
悪
、
腎
臓
の
働
き
が

駄
目
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
熱
が
出
る
よ
う
な
石
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

も
や
っ
か
い
で
、
緊
急
に
対
応
し
な
い
と
ま
ず
い
場

合
す
ら
あ
り
ま
す
。
両
方
の
尿
管
が
石
で
つ
ま
っ
て

し
ま
っ
て
、
腎
不
全
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
最
悪
、一
生
透
析
で
す
。
健
診
で
指
摘
を
受
け

た
ら
、
痛
く
な
く
て
も
受
診
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

4 3

症
状
は
？

　
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
重
な
っ
て
で
き
ま
す
。
成
分

に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

結
石
の
場
合
は
、
体
質
も
あ
り
ま
す
し
（
遺
伝
す
る

傾
向
が
強
い
で
す
）
、
飲
水
量
が
少
な
い
こ
と
も
原

因
に
な
り
ま
す
。
運
動
不
足
も
。
尿
酸
結
石
の
場
合

は
、
尿
に
出
て
く
る
尿
酸
が
多
い
の
が
主
原
因
。

ビ
ー
ル
を
飲
む
と
石
が
で
き
ま
す
よ
。
カ
ル
シ
ウ
ム

代
謝
が
お
か
し
か
っ
た
り
、ア
ミ
ノ
酸
の
代
謝
に
不

都
合
が
あ
っ
て
石
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
で
き
る
の
？

予
防
は
？

内
視
鏡
手
術

　
尿
道
、
膀
胱
、
尿
管
の
割
れ
な
い
石
の
場
合
、
麻

酔
を
し
て
尿
道
か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
て
、
直
接
石

を
と
ら
え
て
割
っ
て
取
り
除
き
ま
す
。
麻
酔
を
か
け

る
の
で
入
院
が
必
要
で
す
。
そ
の
か
わ
り
眠
っ
て
い

る
間
に
手
術
は
終
わ
り
ま
す
。
腎
臓
の
大
き
な
石
の

場
合
に
は
、
背
中
か
ら
穴
を
開
け
て
、
直
接
石
を
割

り
な
が
ら
取
り
除
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
と
内
視
鏡
手

術
を
組
み
合
わ
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

治
療
の
選
択
は

　
先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
石
の
位
置
、
大
き

さ
、つ
ま
り
具
合
、
腎
臓
の
能
力
等
を
総
合
し
て
治

療
方
針
を
立
て
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
の
社

会
的
条
件
も
考
え
、
相
談
し
た
上
で
決
め
て
い
き

ま
す
。
た
だ
、
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
を
何
度

か
行
っ
て
も
全
く
石
が
割
れ
ず
、
内
視
鏡
手
術
に

方
針
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に

　
痛
く
な
い
か
ら
と
言
っ
て
ほ
う
っ
て
お
く
の
だ
け

は
止
め
て
く
だ
さ
い
。
腎
臓
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
治
せ
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
尿
路
結
石
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
は
、

早
め
の
専
門
医
へ
の
受
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
飲
水
と
運
動
。
で
も
、コ
ー
ラ
や
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
で
水
分
摂
取
す
る
と
石
は
で
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ビ
ー
ル
も
。
他
の
ア
ル
コ
ー
ル
も

ね
。
飲
水
量
は
２
L
以
上
。
運
動
す
る
時
は
水
分
を

と
り
な
が
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
取
っ

た
方
が
良
い
で
す
。
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
結
石
の

方
な
ら
、
ほ
う
れ
ん
草
、
竹
の
子
は
と
ら
な
い
方
が

良
い
で
す
。
特
に
旬
に
ま
と
め
て
食
べ
る
の
は
、
良

く
な
い
で
す
。
尿
酸
結
石
の
方
は
ま
ず
ア
ル
コ
ー

ル
。
そ
し
て
エ
ビ
、
カ
ニ
等
の
甲
殻
類
。
レ
バ
ー
等
の

内
臓
肉
は
尿
酸
が
上
が
っ
て
石
が
で
き
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
で
は
、
尿
路
結
石
が
で
き
て
し
ま
っ
て
、
受
診
し

た
ら
ど
ん
な
手
順
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
診
断

　
尿
の
検
査
で
血
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
り
ま
す
が
、
普
通

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
す
と
写
ら
な
い
石
が
20
％
ほ
ど

存
在
し
ま
す
。
エ
コ
ー
や
C
T
は
結
石
の
診
断
に

有
効
な
検
査
で
す
。
特
殊
な
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
石
の
位
置
、
大
き
さ
、
つ

ま
り
具
合
、
腎
臓
の
能
力
等
を
総
合
し
て
治
療
の

方
法
は
決
ま
り
ま
す
。

治
療

体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術

　
英
語
の
頭
文
字
で
、E
S
W
L
と
呼
ば
れ
る
治
療

法
で
す
。
体
の
外
か
ら
石
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
衝

撃
波
を
当
て
て
石
を
砕
き
ま
す
。
衝
撃
波
は
物
が

音
速
を
超
え
て
動
い
た
時
に
生
じ
る
音
波
の
一
種

で
、レ
ー
ザ
ー
で
も
超
音
波
で
も
電
磁
波
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
機
械

で
発
生
さ
せ
た
衝
撃
波
を
石
に
集
め
て
当
て
ま

す
。
衝
撃
波
は
体
内
を
素
通
り
し
て
い
き
ま
す
。
石

を
砕
く
の
に
は
物
理
的
な
力
を
加
え
な
い
と
砕
け

ま
せ
ん
。
そ
し
て
石
を
衝
撃
波
は
素
通
り
し
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
石
が
た
た
か
れ
る
の
と
同
じ
こ
と

が
生
じ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
治
療
は
痛
み
を
伴
い
ま
す
。
ま
た
、

割
れ
た
破
片
が
落
ち
る
の
も
痛
み
を
伴
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
お
腹
を
切
る
よ
り
は
る
か
に
苦
痛
が
少

な
く
、
安
全
な
の
で
現
在
の
結
石
の
治
療
の
主
流

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
通
院
で
治

療
が
可
能
で
す
。
当
院
で
は
年
間
に
４
０
０
例
以

上
こ
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
治
療

も
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
石
の
場
合
、
生

ま
れ
る
破
片
の
量
も
多
い
の
で
、
上
手
く
流
れ
る
よ

う
に
体
内
に
管
を
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
し
、
硬
く
て
な
か
な
か
割
れ
な
い
石
も
あ

り
ま
す
。
長
い
時
間
存
在
し
て
い
て
粘
膜
に
埋
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
石
も
あ
り
、こ
の
よ
う
な
場
合
は
割

れ
て
も
流
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
膀
胱
の
石
や
尿
道

の
石
は
割
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
合
「
内
視
鏡

手
術
」
を
し
ま
す
。

　
治
療
の
目
的
は
あ
く
ま
で
腎
臓
の
働
き
を
損
な

わ
な
い
こ
と
で
す
。
痛
く
な
い
か
ら
治
療
し
な
く
と

も
良
い
と
言
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
腎
臓
の
小

さ
な
石
の
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
様
子
を
見
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
尿
管
に
つ
ま
っ
て
痛
い
石
も
、
小
さ

い
場
合
は
痛
み
止
め
で
降
り
る
の
を
待
つ
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
石
は
薬
で
溶
け
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
取
り
除
く
こ
と
が
一
番
の
治
療
で
す
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
治
療
の
代
表
的
な
も
の
は

「
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
」
と
「
内
視
鏡
手
術
」

で
す
。

泌尿器科のスタッフが集結泌尿器科のスタッフが集結泌尿器科のスタッフが集結

ＥＳＷＬ

OPE室にて、内視鏡とレントOPE室にて、内視鏡とレント
ゲンを併用し安全に手技を進ゲンを併用し安全に手技を進
める加藤先生める加藤先生

OPE室にて、内視鏡とレント
ゲンを併用し安全に手技を進
める加藤先生

石のところに焦点が合いま石のところに焦点が合いま
す。石は水を含んでないのす。石は水を含んでないの
で、衝撃波で割れます。で、衝撃波で割れます。

衝撃波を反射して衝撃波を反射して
集まるようにします。集まるようにします。

ここが音速以上の速度でここが音速以上の速度で
動いて衝撃波を作ります。動いて衝撃波を作ります。

衝撃波は水の中を素通り衝撃波は水の中を素通り
するので、水が主成分の人するので、水が主成分の人
の体は素通りします。の体は素通りします。

石のところに焦点が合いま
す。石は水を含んでないの
で、衝撃波で割れます。

衝撃波を反射して
集まるようにします。

ここが音速以上の速度で
動いて衝撃波を作ります。

衝撃波は水の中を素通り
するので、水が主成分の人
の体は素通りします。



⑧ ⑦

近
年
食
生
活
が
欧
米
化
し
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
は
日
本
人

に
お
い
て
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
疾
患
は

日
本
人
の
死
因
第
2
位
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
約
4
割
が

冠
動
脈
の
病
気
で
す
。

冠
動
脈
（
か
ん
ど
う
み
ゃ
く
：
心
臓
の
周
り
を
囲
ん
で
い

る
動
脈
で
、
心
臓
の
筋
肉
に
酸
素
や
栄
養
を
供
給
す
る
）

の
血
流
が
悪
く
な
っ
て
、
心
臓
が
円
滑
に
動
か
な
く
な
っ

て
し
ま
う
病
気
を
「
虚
血
性
心
疾
患
」
と
呼
び
ま
す
。
そ

の
代
表
例
が
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
で
、
早
期
の
診
断
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

当
院
で
は
心
臓
を
1
回
転
（
0
・
3
5
秒
）で
撮
影
す
る
こ
と

が
で
き
る
3
2
0
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
検
査
を

行
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
C
T
に
比
べ
被
曝
線
量
、
造
影
剤

使
用
量
共
に
低
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

常
に
動
い
て
い
る
心
臓
の
動
き
の
中
で
最
も
動
き
の
遅
い
周

期
を
狙
っ
て
撮
影
し
、
そ
の
画
像
を
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

処
理
し
て
冠
動
脈
の
3
D
画
像
を
作
成
し
ま
す
。

教
　
え
　
て
　
コ
　
ー
　
ナ
　
ー

56

当
院
は
平
成
20
年
10
月
に
全
国
で
8
番
目
、

三
重
県
で
初
め
て
の
3
2
0
列

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
C
T
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。

心
臓
（
冠
動
脈
）C
T
と
は
ど
ん
な
検
査
？

冠動脈に狭窄（石灰化、プラーク）があるかどうか。

冠動脈バイパス術、もしくはカテーテル治療を行う必要があるかどうか。

冠動脈内に留置されたステント内腔の評価。

冠動脈バイパス術後の経過観察。

320列マルチスライス
CT装置による

心臓（冠動脈）検査

CT装置で、何が分かるの？

CT検査による症例

当院での心臓（冠動脈）CT検査は、

入院する必要もなく、腕の静脈から造

影剤を注入しながら検査を行います。

検査にかかる時間は約30分と短く、

検査終了後の制限は特にありません。

通常の冠動脈

▲狭窄（きょうさく）が
　できている冠動脈▲心臓の3D画像

▲石灰化ができている
　冠動脈

狭窄 石灰化



必要
な
水分量

人間と海の
繋がり

⑤⑥

ホッ！得
健康にまつわる選りすぐりの知恵をご紹介

今

回

の

お

題

8 7

  

こ
ま
め
な
補
給
で
、
熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

「
夏
の
水
分
補
給
」。

こまめに
水分補給を

1
日
に
必
要
な
水
分
量
は
、
あ
な
た
の

体
重
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
人
間
が

必
要
と
す
る
1
日
当
た
り
の
水
分
量
は
、

「
体
重
×
1
k
g
当
た
り
の
必
要
水
分

量
（
m
l
）
」
で
求
め
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
体
重
60
k
g
の
成
人
で
あ
れ
ば
、

左
ペ
ー
ジ
の
例
の
よ
う
に
３
リ
ッ
ト
ル

の
水
分
摂
取
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

食
事
で
摂
取
で
き
る
水
分
は
平
均
で
1

日
1.5
リ
ッ
ト
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
残
り
1.5
リ
ッ
ト
ル
は
水
な
ど
を
飲

む
こ
と
で
摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
水
分
量
と
は
?

熱
中
症
に
よ
る

体
調
不
良
を
見
逃
さ
な
い
!!

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
「
必
要
な
量
」
で
あ

り
、
こ
れ
以
上
飲
む
こ
と
が
目
標
で

す
。 

特
に
ス
ポ
ー
ツ
や
発
熱
な
ど
で
発

汗
量
が
多
い
場
合
や
、
下
痢
な
ど
で
水

分
の
排
出
が
多
い
場
合
は
こ
れ
以
上
の

水
分
を
摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
腎
臓
を
患
っ
て
お
ら
れ
る
方

は
塩
分
摂
取
量
を
抑
え
る
と
共
に
水
分

摂
取
量
も
抑
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
糖
尿
病
や
腎
臓
病
の
方
は
、
各
専

門
医
に
相
談
の
元
で
水
分
摂
取
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

生
命
は
海
か
ら
産
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
私
た
ち
人
間
も
、
水
の
中
で
誕
生
し

た
生
物
の
ひ
と
つ
で
す
。

受
精
し
た
胎
児
も
母
親
の
子
宮
の
中
で
、

海
水
と
同
じ
成
分
の
羊
水
に
守
ら
れ
て

成
長
を
続
け
ま
す
。
人
間
の
体
は
ほ
と
ん

ど
水
で
で
き
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
打
ち
寄
せ
る
波
の
音
や
小
川
の

せ
せ
ら
ぎ
を
聞
く
と
心
が
休
ま
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

実
は
、
波
の
リ
ズ
ム
は
人
間
の
基
本
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
人
間
と
海
と
の
不
思

議
な
繋
が
り
、
絆
の
深
さ
を
感
じ
る
例
は

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
こ
ま
め

に
水
分
を
補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
の
ど
が
渇
い
た
」
と
感
じ
た
時
に
は
、

す
で
に
水
分
不
足
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

幼児
子供
成人
高齢者

100～120ml
50～100ml 
50ml
40ml

約75％
約70％
約60～65％

50～55％

体内に占める水分量

人間の体の50～75パーセントは
水で満たされています。

体重1kg当たりの必要水分量

良質で安全、患者中心のゆとりのある
医療・福祉の提供と保険予防活動によ
る健康増進への貢献

１．職員は、奉仕の精神に徹し、自らを
厳しく律し、良質かつ安全な医療
福祉の提供のため、研鑽を積みま
す。

２．科学的な根拠に基づいた保健予防
活動・オーダーメイド医療の提供
に努めます。

３．十分な情報提供と説明に基づく理
解・同意を最重視し、自己決定権
を尊重します。

４．療養・職場環境の整備に努め、良
好な病診・地域連携、職員間の
チームワークを大切にします。

５．模範的な健康保険診療を実施します。

１．誰もが、一人の人間として、基本的
人権が尊重され、平等に、良質な医
療を受ける権利があります。(基本
的人権と公平な医療）

２．診療上得られた個人情報の秘密は
守られます。(プライバシーの保護)

３．受ける治療や検査に必要な情報は、
理解しやすい言葉や方法で納得で
きるまで説明を受け、かつ自らの意
思で、病院、治療・検査法などを選
択する権利があります。(知る権利
と自己決定権)

４．診療録は、患者さんと病院の共有
財産であり、治療内容、費用明細な
どを閲覧することができます。(診
療録の共有)

病院理念

基本方針

患者さんの権利

60kg×50ml / kg＝3000ml
　　　　　　　 ＝3リットル

（例） 成人体重60kgの場合
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はづの魅力

　
　
　
　
　　

私
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
主
に
院
内
の

健
診
予
約
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
脳
ド
ッ

ク
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
を
は
じ
め

婦
人
科
検
診
・
市
町
が
ん
検
診
等
が
あ
り
、

多
い
日
で
1
日
約
2
0
0
名
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
健
診
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
自
覚
症
状
の
な
い
病
気

を
見
つ
け
る
た
め
に
も
、
是
非
一
年
に
一
度
は

健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
お
勧
め

し
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
思
い
や
り
」

好
き
な
言
葉

好
き
な
言
葉

　
　
　
　
　　

武
田 

恭
子

外
科
病
棟
で
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
の

8
割
が
、手
術
前
後
の
方
で
す
。
年
齢
層
は
幅

広
く
、
10
代
〜
80
代
の
方
が
入
院
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
社
会
的
役
割
の
多
い
40
代
〜
50
代

の
方
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
手
術
の
内
容

に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、
平
均
在
院
日

数
は
約
2
週
間
で
す
。
そ
の
入
院
期
間
中
に

私
た
ち
病
棟
看
護
師
は
、
退
院
後
も
不
安
な

く
生
活
し
早
く
社
会
復
帰
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
入
院
時
か
ら
退
院
を
視
野
に
入
れ
、

医
師
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
・
皮
膚
排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
・
が
ん
性
疼
痛
看
護
認
定
看
護
師

ら
と
共
に
患
者
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
目
配
り
、気
配
り
、心
配
り
」

中
島 

佐
知
子

好
き
な
言
葉

好
き
な
言
葉

４
階
病
棟
　
看
護
係
長

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

管
理
部

管
理
二
課
リ
ー
ダ
ー

看
護
局
次
長
兼

地
域
連
携
室
室
長

私
は
放
射
線
技
師
と
し
て
こ
の
病
院
で
働

き
始
め
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
始
め
は

大
阪
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
戸
惑

う
ば
か
り
で
し
た
が
、
優
し
い
ス
タ
ッ
フ

に
囲
ま
れ
て
三
重
に
も
仕
事
に
も
慣
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
病
院
の
ス

タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
患
者
さ
ん
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
技
術
を

身
に
つ
け
、
心
・
技
・
体
に
充
実
し
た
医

療
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
笑
顔
」

好
き
な
言
葉

好
き
な
言
葉

　
　
　
　
　　

西
村 

友
美

私
が
こ
の
病
院
に
赴
任
し
て
、
早
い
も
の
で

20
年
近
く
た
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
当
院

で
は
病
棟
改
築
、
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
、

3
2
0
列
Ｃ
Ｔ
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
の
新
し
い
機

器
の
導
入
等
多
く
の
進
歩
・
発
展
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
設
備
や
機
器
以
外
で
も
新

し
い
診
療
科
の
開
設
や
中
立
・
公
平
な
機

関
に
よ
る
病
院
の
活
動
状
況
の
評
価
で
あ

る
病
院
機
能
評
価
6
版
を
取
得
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
、
新
し
く
地
域
医
療

支
援
病
院
と
し
て
承
認
さ
れ
今
ま
で
以
上

に
地
域
に
密
着
し
た
病
院
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

渥
美 

伸
一
郎

好
き
な
言
葉

好
き
な
言
葉
「
無
」

副
院
長
兼

小
児
科
部
長
兼

病
理
検
査
部
長
兼

健
康
づ
く
り
推
進
室
長

I love yokkaichi.

放
射
線
技
師

当
院
は
、
昭
和
22
年
に
社
会
保
険
羽
津
病

院
と
し
て
開
設
以
来
、
地
域
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ
と
共
に
病

院
の
在
り
方
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
と
し
て
、
親
し
み
や

す
い
、
愛
さ
れ
る
病
院
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
病
院
で
は
、
日
々
色
々
な
こ
と
が
起

こ
り
ま
す
が
、
他
人
に
対
し
い
た
わ
り
の
心

を
持
ち
、
誰
に
対
し
て
も
あ
り
が
と
う
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん

に
も
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、い
つ
も
愛
さ
れ
る
病
院
を
め
ざ

し
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
く
じ
け
な
い
」

福
井 

是
子

好
き
な
言
葉

好
き
な
言
葉



ECOに
も

つながる

⑧ ⑦１１１２

近年、再び人気を取り戻した『ステテコ』。
今年の夏こそ、着心地抜群で涼しい、エコファッ
ション『ステテコ』を取り入れてみませんか。

『腹巻きの次に来る
エコファッションは？』

ステテコ（股引）とは？
室町時代に袴とともに現れた「モモヒキ

（股引）」は、江戸時代には労働者の間

で大流行しました。着物にモモヒキ、時

代劇でもおなじみですね。明治に入り洋

装が広まるにつれ、モモヒキは西洋ズボ

ン用下着「ズボン下」となります。

やがて都会の高級下着として出回り始

めた伸縮、吸汗、速乾、通気、吸湿、放

湿性に富む高級綿クレープ（ちぢみ）生

地のステテコも、昭和30年代に入ると

生地の量産が可能に。その「さわやかな

着心地」からまたたく間にお父さんたち

の夏の定番スタイルとなりました。

ところが70年代にはいると、おしゃれ

ジーンズやアイビールック流行の陰で

「ステテコ＝ダサい」のレッテルを貼ら

れ、エアコンの普及もあってステテコは

時代遅れになってしまうのです。

ステテコの
流行と廃り

そんなステテコが平成になって再び、若者

の間で脚光を浴びはじめました。上に

ショートパンツを重ね履きしたり、そのま

まだったり。かつては妨げとなった流行

ファッションを味方につけることで、下着

兼部屋着を隠さず見せてしまおうという発

想の転換。現代女性が性別を超えた愛用

者「ステテコ女子」として堂 と々名乗りを

あげたこともブームに拍車をかけました。

ステテコの
再ブーム到来!? 温

か
い
お
言
葉
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
患
者
さ
ん
に
、「
納
得
」「
安
心
」

「
満
足
」
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

設
置
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、

各
病
棟
に
自
動
販
売
機
の
設
置
が
で
き
ず
、

皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
自
動
販
売
機
の
設
置
場
所
は
、

３
階
売
店
横
の
食
堂
内
と
、
１
階
放
射
線

受
付
斜
め
前
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
病
棟
に
は
給
茶
器

を
設
置
し
、
温
か
い
お
茶
を
い
つ
で
も
自
由

に
お
飲
み
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

談
話
室
に
飲
み
物
の
自
販
機
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
30
代
女
性
　
入
院
患
者
さ
ん
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病院より 回答病院より 回答

大
腸
の
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
ポ
リ
ー
プ
切
除
時
、

出
血
し
て
心
配
で
し
た
が
、
そ
の
時
ひ
と
り
の
看
護
師

さ
ん
が
私
の
手
を
そ
っ
と
握
っ
て
く
だ
さ
り
“
ホ
ッ
„
と

し
て
、
と
て
も
安
心
で
き
ま
し
た
。
先
生
も
や
さ
し
い

言
葉
遣
い
で
有
難
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
60
代
女
性
】

電力値上げ騒動で
節電意識がさらに高まるこの夏は、
ステテコ商戦はますます加熱しそう。

豆 知識
ちょっと

「モモヒキ」が「ステテコ」と呼ばれるよ
うになったのは、落語家三遊亭円遊が
持ちネタの「ステテコ踊り」でモモヒキ
をあらわにしてからだとか。

さらに



連携室便り
連
携
室
よ
り
み
な
さ
ん
へ

平成24年5月、地域医療支援病院として
承認されました！！

⑦１３⑦１３

落合クリニック

院長　加藤 研次郎

診 療 科 目

内科

外科

泌尿器科

皮膚科

地域の病院・クリニックをご紹介します
病診連携登録医

診療時間・曜日
AM 9:00～AM 12:00 ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●PM 3:00～PM6:00

月 火 水 木 金 土 日

 休診日／土曜午後、日曜、祝日

　
当
院
は
、
昭
和
45
年
に
先
代
院

長
（
現
理
事
長
）
落
合
洋
が
開
院
、

長
年
に
渡
り
地
域
医
療
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
よ

り
、
私
、
加
藤
が
継
承
し
、
現
在
は

日
々
の
診
療
・
医
院
業
務
を
全
面

的
に
担
っ
て
お
り
ま
す
（
平
成
23

年
4
月
よ
り
現
職
）
。
専
門
分
野
は

泌
尿
器
科
領
域
で
す
が
、「
一
つ
の

病
気
だ
け
を
診
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
人
を
診
れ
る
」
地
域
か
か
り
つ

け
医
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る

よ
う
心
掛
け
診
療
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
入
院
治
療
、
専
門
的
治

療
・
検
査
等
を
要
す
場
面
で
常
に

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
紹
介
受
診

い
た
だ
け
る
よ
う
、
常
日
頃
よ
り
連

携
病
院
・
専
門
機
関
と
密
に
連
絡

を
取
り
合
う
よ
う
心
が
け
て
お
り

ま
す
。

〒
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地
域
医
療
支
援
病
院
と
は
、
患
者
さ
ん
中

心
の
地
域
医
療
を
め
ざ
し
、
医
療
機
能
を

重
視
し
た
連
携
体
制
が
と
れ
て
い
る
病
院

と
し
て
県
が
指
定
し
ま
す
。
三
重
県
で
は
、

当
院
含
め
５
か
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
特
殊
な
検
査
や
入
院
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
支
援
病
院
が
支
え
、
治

療
が
落
ち
着
い
た
ら
診
療
所
に
引
き
継

ぎ
ま
す
。
患
者
さ
ん
を
中
心
に
地
域
の
診

療
所
（
医
院
）
と
支
援
病
院
が
連
携
を
密

に
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
支
え
る
医
療
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

連
携
室
は
、
患
者
さ
ん
と
病
院
と
の
窓
口

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
医
療
支
援
病
院
と
は
、
患
者
さ
ん
中

心
の
地
域
医
療
を
め
ざ
し
、
医
療
機
能
を

重
視
し
た
連
携
体
制
が
と
れ
て
い
る
病
院

と
し
て
県
が
指
定
し
ま
す
。
三
重
県
で
は
、

当
院
含
め
５
か
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
特
殊
な
検
査
や
入
院
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
支
援
病
院
が
支
え
、
治

療
が
落
ち
着
い
た
ら
診
療
所
に
引
き
継

ぎ
ま
す
。
患
者
さ
ん
を
中
心
に
地
域
の
診

療
所
（
医
院
）
と
支
援
病
院
が
連
携
を
密

に
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
支
え
る
医
療
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

連
携
室
は
、
患
者
さ
ん
と
病
院
と
の
窓
口

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
医
療
支
援
病
院
と
は
、
患
者
さ
ん
中

心
の
地
域
医
療
を
め
ざ
し
、
医
療
機
能
を

重
視
し
た
連
携
体
制
が
と
れ
て
い
る
病
院

と
し
て
県
が
指
定
し
ま
す
。
三
重
県
で
は
、

当
院
含
め
５
か
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
特
殊
な
検
査
や
入
院
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
支
援
病
院
が
支
え
、
治

療
が
落
ち
着
い
た
ら
診
療
所
に
引
き
継

ぎ
ま
す
。
患
者
さ
ん
を
中
心
に
地
域
の
診

療
所
（
医
院
）
と
支
援
病
院
が
連
携
を
密

に
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
支
え
る
医
療
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

連
携
室
は
、
患
者
さ
ん
と
病
院
と
の
窓
口

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

部 署 紹 介 緩和ケア
　がんは日本人の死因で最も多い病気です。

がん患者さんの苦痛は、身体のことだけで

なくさまざまな要因が複雑に絡み合って起

こる場合が多いと考えられています。そのよ

うな多様な苦痛・苦悩への対応は医師や看

護師だけで担いきれるものではありません。

そのため、他職種がチームを組み、互いに

協力しながら、それぞれの専門性を活かして

患者さんとそのご家族を支えていく必要が

あります。当院の緩和ケアチームは、平成

24年4月に活動を開始しました。メンバーに

は、身体面・精神面を診る医師、がん性疼

痛看護認定看護師、薬剤師、理学療法士、

作業療法士、管理栄養士、医療ソーシャル

ワーカーが在籍しています。私たちは、がん

などの生命を脅かす病気を持つ患者さん・ご家族（介助者

も含みます）の生活の質の維持・向上を目的に、「その人ら

しさ」を、大切にしたいと考えます。診療科の医師や担当看

護師などと協働しながら、がん医療の早期から身体症状や

精神症状などの緩和ケアに関する専門的なアドバイスを提

供していきたいと思います。

TEL 059-351-2773
FAX 059-351-2774
〒510-0834
 三重県四日市市ときわ2丁目7-8
（三交バス ときわ二丁目バス停徒歩0分）

「一つの病気だけを診るのではなく、その人を診れる」役割を
十分に果たせるよう診療を行っています。

百五銀行

スズキアリーナ

N

近鉄湯の山線

落合クリニック
ローソン

サンクス

伊勢
松本駅
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※表示カロリーは1人分

調
理
師
が
考
え
る
旬
の
健
康
食

おすすめ!!

　
大
き
な
ト
マ
ト
は
素
揚
げ
の
際
に
油
は

ね
し
や
す
い
の
で
、
小
ぶ
り
で
果
肉
が
し
ま

っ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ト
ロ
リ
と
し

た
食
感
が
魅
力
の
揚
げ
ト
マ
ト
に
わ
さ
び

ソ
ー
ス
が
ア
ク
セ
ン
ト
！
シ
ン
プ
ル
な
ソ
ー

ス
な
の
で
、
わ
さ
び
は
粒
入
り
、
オ
リ
ー
ブ

油
は
エ
キ
ス
ト
ラ
・
バ
ー
ジ
ン
と
い
っ
た
良

質
な
も
の
を
使
う
の
が
美
味
し
さ
の
秘
訣

で
す
。

　揚げトマトと鮪の冷製わさびソース
レシピ

揚げトマトと鮪の冷製わさびソース

＜材料＞
①トマトはへた付きのままくし形に切り、

220℃に熱したサラダ油でさっと素

揚げして、冷凍庫で急冷する。

②まぐろに塩・こしょうをふり、よく熱

した網の上にのせ強火で表面をあぶ

る。氷水にとって冷やし、水けを拭き

とる。

③①のトマトにオリーブ油をかけて塩

をふり、まぐろは薄く切って塩をふる。

④わさび、オリーブ油、レモン汁を混ぜ、

塩・こしょうで味を調えてわさびソー

スをつくる。

⑤皿にわさびソースを敷いてトマトと

まぐろを盛りつけ、ベビーリーフを

添える。

＜作り方＞

石﨑　克彦
栄養部
給食係長

小3個（300g）

200g

適量

20g

適量

少々

20g

50g

小さじ2杯

適量

トマト

まぐろ

（刺身用のさく）

サラダ油（揚げ油）

オリーブ油

塩・こしょう

ベビーリーフ

（飾り用）

【わさびソース】

練りわさび

オリーブ油

レモン汁

塩・こしょう

（4人分）

職
員
が
紹
介
す
る

昨
年
3
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
中
華
居
楽
屋
「
一
穂
」
は
味
も
量
も
大
満
足
!!

餃
子
は
特
に
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
と
っ
て
も
美
味
し
い
!!

普
通
の
中
華
料
理
で
は
な
く
、
楽
し
い
お
店
に
し
た
い
と
「
中
華
居
楽
屋
」
と

名
付
け
た
そ
う
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
楽
し
い
雰
囲
気
を
大
事
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
阿
倉
川
駅
を
出
て
左
側
徒
歩
30
秒
。
是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
オ
ー
ド
ブ
ル
・
各
種
宴
会
も
承
り
中
】

●所在地　四日市市阿倉川町7-17
●TEL/FAX　059-324-0889
●営業時間　11：30～14：00
　　　　　　17：00～21：30
●定休日　毎週水曜日・第三火曜日

中華居楽屋 「一穂」

中華居楽屋 「一穂」

★ポイント★

「
季
節
を
食
す
」

⑦１３⑦１６

293k
cal ル

・
各
種
宴
会
も
承
り
中
】

淡い抹茶色を
基調として、とて
も居心地のい
い店内。

ご夫婦のお名前のひと文
字目で、ご主人の「一」と奥
さまの「穂」をとって「一穂」
と名付けたそう。

本日のランチ
海鮮ラーメン、
チャーハンと小鉢

ジューシー！！

SpotpO-su-so-wa-ke いっぽ

スギ薬局

四日市社会
保険病院

東京書店
阿倉川駅

中華居楽屋
 「一穂」

三重朝鮮学園
四日市朝鮮
初・中級学校



循環器科

リウマチ科
(予約）

呼吸器科

腎・透析科

内科

消化器内科

診療科

初診

初診

初診

再診

再診

糖尿病センター
(予約)

神経内科

心の診療科

月

★中島 滋人

★中川 直樹

大原 和人

★中島 滋人★中尾 一之

★中川 直樹 渡辺 省三 ★白木 学★中尾 一之

竹井 謙之
第３　ＰＭ

副院長
木村 光政

馬嶋 知樹
糖尿病

三崎 盛治
AM　甲状腺

近藤 正樹
糖尿病

馬嶋 知樹
AM　糖尿病

近藤 正樹
AM　糖尿病

橘 径
PM 予約

火

杉本 龍亮
消化器科・一般

三宅　真人

住田 安弘
AM　糖尿病

水

小寺 仁

安間 太郎
AM　糖尿病

三好 美穂
AM　糖尿病

島地 泰敏
AM　甲状腺

田村 麻子
PM 予約

木

馬嶋 知樹
糖尿病

島地 泰敏
甲状腺

金

渡辺 省三
消化器科・一般

島地 泰敏
甲状腺

初診

再診

★川村 正樹 ◆角田 健太郎 ★川村 正樹

杉浦 武
PM 再診予約

杉浦 武
PM 再診予約

小林 哲
AM　

藤原 研太郎
PM　SAS

ペースメーカー
外来

ペースメーカー
外来

杉浦 武
PM 再診予約

★佐藤 良子
再診予約

★佐藤 良子
PM 再診予約

★佐藤 良子
再診予約

★佐藤 良子
予約

本多 豊大

本多 豊大
10:30から
診察開始

★水谷 安秀
再診予約

★水谷 安秀
第1・第3
再診予約

渡邊 達昭
青山 功
隔週

★中川 直樹

★山中 崇

渡辺 省三

★白木 学

★山中 崇

★川村 正樹 ★川村 正樹 ★川村 正樹★山中 崇 ◆角田 健太郎

井本 一郎
消化器科・一般

★＝部長　◆＝医長

診療科 月 火 水 木 金

副院長
梅枝 覚
14:00～予約

★北川 達士
AM　初診
14:00～乳腺予約

★山本 隆行
★中山 茂樹 ★中山 茂樹

院長
松本 好市
予約

★北川 達士

馬場 卓也

肥満 智紀

★野地 みどり

★石井 雅昭

◆鳥井 孝宏

副院長
梅枝 覚
予約

★北川 達士

◆鳥井 孝宏 ★石井 雅昭
山崎 学 馬場 卓也

王 志明

★野地 みどり

★山本 隆行

★湯澤 浩之

外科
大腸肛門病
( I B D)
センター   

女性外来

樋口 恭仁子
婦人科

ペインクリニック

呼吸器外科

小児科

小西 邦彦
17:00～
予約

町田 祐子

乳幼児健診
慢性疾患外来
(町田)
予約

副院長
渥美 伸一郎

予防接種
予約

町田 祐子

慢性疾患外来
(渥美)
予約

小西 邦彦
17:00～
予約

坂倉 幸子
9:30～
予約

慢性疾患外来
(渥美)
予約

慢性疾患外来
(町田)
予約

町田 祐子

★野地 みどり
外科

樋口 恭仁子
婦人科

整形外科

産婦人科

泌尿器科

眼科

皮膚科

★森下 浩一郎
予約

中川 太郎

★中 淳

★加藤 貴裕

★中野 めぐみ

◆新谷 健

中川 太郎

★森下 浩一郎
腰痛外来
予約
14:00～16:00

米村 幸男

田丸 裕巳

★加藤 貴裕
13:00～予約

★中野 めぐみ
～11:00

萩原 仁美
～11:00

水谷 仁
～11:00

水谷 仁
～11:00

★森下 浩一郎
予約

◆新谷 健

◆新谷 健
中川 太郎
14:00～
ギプス外来

★中 淳

★加藤 貴裕

★中野 めぐみ

担　当　医

樋口 恭仁子

田丸 裕巳

★中野 めぐみ

★森下 浩一郎
予約

中川 太郎

米村 幸男

★加藤 貴裕

★中野 めぐみ

耳鼻科

渡辺 省三

三好 美穂
糖尿病

岡野 禎治
PM 予約

浦和 昌史
呼吸器科兼

大原　和人

中京病院
応援医師

小寺 仁三宅 真人

★山本 隆行
PM

★湯澤 浩之

肥満 智紀

肥満 智紀
★成田 清
再診予約

※木曜日は
ＯＰＥの
都合で
外来診察医師
が変わります。

★野地 みどり
再診予約

⑦１３⑦１７１８

岩佐 元雄
消化器科・一般

副院長
渥美 伸一郎

●外来診療担当表
2012年6月1日現在

は初診です
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●近鉄阿倉川駅より西へ徒歩約8分

●近鉄四日市駅よりタクシーで約10分

●三重交通バス羽津山経由Jヒルズ行
 （病院前下車）

●生活バス（四日市社会保険病院下車）

●東名阪、四日市東インターから約10分

四日市社会保険病院 検 索
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　　　　　　　　私の家の近所にはあじさいが咲いています。今年は綺麗な青色
です。去年は紫色でした。皆さんどうして色が変わるかご存知でしょうか？これは土
壌が酸性では青色にアルカリ性では赤色に変わります。小学校の頃の理科の実験み
たいですね。それだけではありません。一旦花が咲くと土壌に関係なく黄緑色から青、
赤へと変化します。別名「七変化」と呼ばれるのも納得ですね。

泌
尿
器
科

4月より新たに
5名の先生が
着任されました。
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氷
白木 学先生

中山 茂樹先生

外科
馬場 卓也先生

内科
大原 和人先生

整形外科
中川 太郎先生

▲
▲

▲

▲
▲

充実した医療体制で、地域の皆さんに
安心で安全な医療を提供していきます。

消化器外科副部長

消化器内科副部長

泌
尿
器
科


